
女性の生涯健康週間２０１４  プレスセミナー（１月１７日） 

● 会 場： ステーションコンファレンス東京  
 
● テーマ： 私たちには主治医がいます ―生涯主治医がいる安心を― 
 
● 参加者数：４４名  
 
● 司会 ： 清水 幸子 

              （日本産科婦人科学会男女共同参画・女性の健康週間委員会副委員長  

               亀田メディカルセンター主任産婦人科部長） 

       
 
● 主催者挨拶 「女性の健康週間とは」  
 
  
                     
                                     

                                     片渕 秀隆 

                  (日本産科婦人科学会男女共同参画・女性の健康週間委員会委員長  

                   熊本大学大学院生命科学研究部産科婦人科学教授） 

                 
● セミナー１ 「すべての胎児を風疹から守るために すぐに始めなければならないこと」 
 
   奥田 美和 

     (日本産科婦人科学会男女共同参画・女性の健康週間委員会委員 

      独立行政法人国立病院機構横浜医療センター産婦人科部長） 

 
 
       
● セミナー２ 「卵子の老化を考える」 
 
     竹下 俊行  

      （日本医科大学産婦人科教授） 

       
 
 
    
● セミナー３ 「新しい母体血を用いた出生前検査の現状」 
    
          関沢 明彦 
      （昭和大学医学部産婦人科学講座教授） 
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